
�発行…太良町議会編集委員会
�〒８４９‐１６９８佐賀県藤津郡太良町大字多良１番地６ ＴＥＬ０９５４‐６７‐２１５１
�http : //www.town.tara.saga.jp/gikai/

多良小学校入学式

平成２０年度 総額予算 ７９億２，２００万円

2008
平成２０年

４月２５日発行

No.108

議会会議録がインターネットで見られます。

にアクセスし会議録をクリックしてください。

◎太良町議会のホームページ http : //www.town.tara.saga.jp/gikai/



３３月月定定例例議議会会
会期 ３月６日～１９日（１４日間）

・山林購入…２３０ha 今年度予算額１億２千万円
（事業内容）総事業費：４億円（県１／２、町１／２）、事業期間：Ｈ２０～２２の３ヵ年

・定住促進条例一部改正…１千万円
附
則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

太
良
町
定
住
促
進
条
例（
平
成
十
九
年
太
良
町
条
例
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

平成２０年度 当初予算
（単位：千円）

大浦中学校体育館新築工事

４月１５日落成式

建設費総額 2億60万1千円

主な
事業

２０年度

４，５９７，０００

１５９，０００

１５１，０００

１０９，０００

１，７０７，０００

９９８，０７３

８３，５００

７０，２４０

４７，５００

７，９２２，３１３

会 計 別

一 般 会 計

山 林 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

国民健康保険特別会計

町立太良病院事業会計

簡 易 水 道 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

漁業集落排水特別会計

総 計

奨
励
金
等
の
区
分

支

給

要

件

金

額

転
入
奨
励
金

奨
励
金
の
対
象
と
な
る
住
宅
等
は
、

専
ら
人
が
居
住
の
用
に
供
す
る
部

分
の
床
面
積
が
五
十
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の
で
、
取
得
に
要

し
た
費
用
が
五
百
万
円
以
上
の
も

の
と
し
、
当
該
住
宅
等
用
地
の
登

記
地
目
が
宅
地
で
あ
る
も
の
と
す

る
。

住
宅
等
一
戸
に

つ
き

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

同
居
す
る
世
帯

員
一
人
に
つ
き

五
〇
、〇
〇
〇
円

同
居
す
る
子
を

三
人
以
上
有
す

る
場
合
、
三
人

以
上
の
子
一
人

に
つ
き

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

町
内
業
者
に
よ

る
住
宅
の
新
築

の
場
合
、
住
宅

一
戸
に
つ
き

五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

持
ち
家
奨
励
金

奨
励
金
の
対
象
と
な
る
住
宅
等
は
、

専
ら
人
が
居
住
の
用
に
供
す
る
部

分
の
床
面
積
が
五
十
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の
で
、
取
得
に
要

し
た
費
用
が
五
百
万
円
以
上
の
も

の
と
し
、
当
該
住
宅
等
用
地
の
登

記
地
目
が
宅
地
で
あ
る
も
の
と
す

る
。

住
宅
等
１
戸
に

つ
き

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

町
内
業
者
に
よ

る
住
宅
の
新
築

の
場
合
、
住
宅

一
戸
に
つ
き

五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

住
宅
関
連
施
設

整
備
補
助
金

補
助
金
の
対
象
と
な
る
住
宅
団
地

は
、
一
区
画
の
面
積
が
二
百
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
と
す
る
。

一
件
当
た
り

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

補
助
金
の
対
象
と
な
る
集
合
住
宅

は
、
一
戸
の
床
面
積
の
合
計
（
共

同
住
宅
に
お
い
て
は
、
共
用
部
分

の
床
面
積
を
除
く
。）
が
十
九
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
と
す
る
。

一
件
当
た
り

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
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佐
賀
県
市
町
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
増
加
及
び
組

合
規
約
の
変
更
に
係
る
協

議佐
賀
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

増
加
及
び
組
合
規
約
の
変
更
。

太
良
町
定
住
促
進
条
例
の

一
部
改
正

平
成
十
九
年
十
二
月
議
会
に
お

い
て
制
定
さ
れ
た
条
例
に
つ
い
て
、

尚
一
層
促
進
す
る
た
め
に
、
支
給

要
件
及
び
金
額
を
見
直
す
。

平
成
十
九
年
度
太
良
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
専
決

処
分
）

道
の
駅
整
備
事
業
（
駐
車
場
舗

装
等
）
一
千
万
円
。

学
校
教
育
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理

学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
関
係
す
る
条
例
。

・
太
良
町
職
員
の
自
己
啓
発
等
休

業
等
に
関
す
る
条
例
。

・
太
良
町
職
員
の
修
学
部
分
休
業

に
関
す
る
条
例
。

太
良
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

情
報
公
開
条
例
等
の
改
正
及
び

平
成
十
七
年
度
策
定
の
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
特
別
職
等
の

報
酬
金
額
の
減
額
。

太
良
町
情
報
公
開
条
例
の

一
部
改
正

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
を
設
置
す
る
。

太
良
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
改
正

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
を
設
置
及
び
統
計
法
の
改
正
。

太
良
町
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例

町
が
保
険
料
を
徴
収
す
る
被
保

険
者
は
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る

七
十
五
歳
以
上
及
び
六
十
五
歳
以

上
七
十
五
歳
未
満
の
寝
た
き
り
等

（
三
級
程
度
の
障
害
者
を
含
む
）

の
う
ち
、
年
金
額
が
年
額
十
八
万

円
以
上
を
受
給
し
て
い
る
者
を
特

別
徴
収
の
対
象
と
す
る
。

た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合
計
額
が

二
分
の
一
を
越
え
て
い
な
い
こ
と
。

太
良
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

・
一
点
目
は
、
年
金
額
か
年
額
十

八
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給

し
て
い
る
こ
と
。

・
二
点
目
は
、
介
護
保
険
料
と
国

民
健
康
保
険
税
と
の
合
計
額

が
年
金
額
の
二
分
の
一
を
こ

え
て
い
な
い
こ
と
。

太
良
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正

・
一
点
目
は
、
葬
祭
費
二
万
五
千

円
を
三
万
円
に
引
き
上
げ
る
。

・
二
点
目
は
、
特
定
健
康
診
査
及

び
特
定
保
健
指
導
を
新
た
に
導

入
す
る
。

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理

健
康
保
険
法
等
に
関
係
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
。

内
容
は
、

・
太
良
町
母
子
家
庭
等
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
。

・
太
良
町
重
度
心
身
障
害
者
の
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
。

・
町
立
太
良
病
院
使
用
料
及
び
手

数
料
。

太
良
町
学
校
体
育
館
使
用

条
例
の
一
部
改
正

大
浦
中
学
校
体
育
館
完
成
に
伴

う
使
用
料
の
改
正
。

太
良
町
消
防
団
条
例
の
一

部
改
正

平
成
十
七
年
度
策
定
の
行
財
政

改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
報
酬
金
額

の
減
額
。

太
良
町
農
林
漁
業
振
興
資

金
の
融
通
に
伴
う
事
業
の

指
定
及
び
融
資
額
の
限
度

に
つ
い
て

農
林
漁
業
振
興
資
金
の
事
業
と

し
て
、
柑
橘
・
畜
産
・
海
苔
を
指

定
し
、
融
資
限
度
額
を
四
千
万
円

と
定
め
る
。

御
手
水
・
風
配
辺
地
に
係

る
総
合
整
備
計
画
の
策
定

町
道
里
・
板
ノ
坂
線
に
つ
い
て
、

平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
三

年
度
ま
で
の
四
ヵ
年
で
、
辺
地
対

策
事
業
と
し
て
、
辺
地
債
を
活
用

し
整
備
す
る
。

平
成
十
九
年
度
太
良
町
立

大
浦
中
学
校
屋
内
運
動
場

増
改
築
工
事
請
負
変
更
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

当
初
一
億
九
千
五
百
八
十
八
万

八
千
円
。

変
更
後
二
億
六
十
万
千
円
。

平
成
十
九
年
度
太
良
町
一

般
会
計
補
正
予
算

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

・
施
設
園
芸
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
緊

急
対
策
事
業
費
補
助
金
七
十
二

万
八
千
円
。

・
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付

金
千
二
百
五
十
万
円
の
減
額
。

・
消
防
二
十
四
部
（
津
ノ
浦
）
と

二
十
六
部
（
牟
田
）
の
合
併
奨

励
費
補
助
金
五
十
万
円
。

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
の
総

額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
十
七

億
四
千
三
百
五
十
一
万
三
千
円
。

平
成
十
九
年
度
太
良
町
老

人
保
健
特
別
会
計
補
正
予

算佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
負
担
金
の
額
の
確
定
に
伴
う

百
十
八
万
三
千
円
の
減
額
。

平
成
十
九
年
度
太
良
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

・
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
負

担
金
の
二
千
百
八
十
三
万
八
千

円
及
び
県
補
助
金
の
四
百
四
十

三
万
千
円
の
減
額
は
決
算
見
込

に
伴
う
も
の
。

・
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
共
同
事

業
費
拠
出
金
の
五
百
十
一
万
九

千
円
の
減
額
は
、
決
算
見
込
み

に
伴
う
も
の
。

太
良
町
山
林
特
別
会
計
補

正
予
算

町
有
林
保
育
事
業
の
決
算
見
込

み
に
よ
る
事
業
費
百
六
十
五
万
五

千
円
を
減
額
。

平
成
十
九
年
度
町
立
太
良

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

・
老
保
診
療
収
益
三
千
四
百
九
十

三
万
四
千
円
の
減
額
。

・
給
与
費
一
千
八
百
九
十
九
万
円

の
減
額
、
材
料
費
五
百
万
円
の

減
額
。

・
経
費
一
千
六
百
二
十
二
万
円
の

減
額
。

・
医
業
費
用
の
減
価
償
却
費
五
百

十
五
万
円
の
増
額
。

平
成
十
九
年
度
太
良
町
簡

易
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算・
事
業
収
入
四
十
四
万
五
千
円
増

額
。

・
資
本
的
収
入
五
十
八
万
四
千
円

の
減
額
補
正
。

平
成
十
九
年
度
太
良
町
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

・
営
業
収
益
十
万
円
は
、
決
算
見

込
み
に
よ
る
増
額
。

・
営
業
費
用
の
百
四
万
五
千
円
の

減
額
。

平
成
十
九
年
度
太
良
町
漁

業
集
落
排
水
特
別
会
計
補

正
予
算

一
般
会
計
繰
入
金
四
百
三
十
二

万
九
千
円
の
減
額
。

太
良
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任

地
方
税
法
で
設
置
が
規
定
さ
れ

て
い
る
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
「
任
期
満
了
に
伴
う
、

新
た
な
委
員
の
選
任
」

高
田
繁
喜

小
溝
靖
孝

岡

義
人

副
町
長
の
選
任

永
淵
孝
幸

監
査
委
員
の
選
任

川
次
信
康

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

馬
場
良
夫

食
場
佐
津
美
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答
▼
今
後
は
十
分
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

山山
口口

太
良
町
営
火
葬
場
は
昭

和
三
十
一
年
八
月
に
建
設
さ

れ
た
が
、
老
朽
化
も
著
し
く
、

ま
た
杉
谷
地
区
か
ら
の
移
転

の
陳
情
も
で
て
い
る
状
態
で

あ
る
。

町
の
対
応
は
ど
う
で
あ
る

か
。

町
長

五
十
年
以
上
が
経
過
し

た
火
葬
場
で
あ
る
た
め
早
急

な
整
備
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

幾
度
と
な
く
杉
谷
地
区
の

方
々
と
協
議
を
し
て
い
る
が
、

杉
谷
地
区
の
方
々
の
思
い
を

勘
案
し
今
後
と
も
に
慎
重
に

協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

山山
口口

協
議
の
結
果
、
話
し
合

い
の
中
で
、
前
向
き
に
進
ん

で
い
る
の
か
ど
う
か
。

環
境
水
道
課
長

四
回
程
地
区

と
協
議
を
し
て
い
る
が
、
現

在
地
で
改
築
を
お
願
い
し
て

い
る
が
、
地
区
の
方
か
ら
の

承
諾
、
合
意
を
ま
だ
得
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

山山
口口

杉
谷
地
区
と
し
て
は
移

転
の
陳
情
を
出
し
た
わ
け
で

移
転
を
す
る
場
合
の
町
の
計

画
は
で
き
て
い
る
の
か
。

環
境
水
道
課
長

現
在
地
で
改

築
を
す
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
ま
だ
移
転
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
の
協
議
は
、
お
こ

な
っ
て
い
な
い
。

町
長

私
も
二
回
、
三
回
と
地

区
と
話
し
合
い
を
し
た
わ
け

だ
が
地
区
の
人
達
が
火
葬
場

が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
精
神

的
苦
痛
を
言
わ
れ
た
。

議
員
の
同
意
を
得
な
が
ら

結
論
は
今
年
度
中
に
出
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

山山
口口

町
と
し
て
は
杉
谷
地
区

の
動
き
を
み
て
い
る
の
か
、

地
区
と
し
て
も
町
の
動
き
を

見
て
い
る
の
か
、
そ
れ
で
は

前
進
は
な
い
と
思
う
が
町
と

し
て
も
今
後
の
計
画
の
青
写

真
な
ど
は
用
意
し
て
い
る
の

か
。

環
境
水
道
課
長

青
写
真
と
い

う
よ
り
も
、
地
区
の
承
諾
を

得
て
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、

何
も
作
っ
て
い
な
い
。

山山
口口

陳
情
が
出
た
以
上
は
答

は
早
急
に
出
す
べ
き
で
あ
っ

て
、
青
写
真
も
必
要
と
な
っ

て
く
る
の
で

は
な
い
の
か
。

又
、
地
区

の
区
長
の
考

え
方
、
役
場

と
の
話
し
合

い
の
回
数
に

よ
っ
て
熱
心

さ
が
町
に
伝

わ
る
と
思
う
。

ど
ん
ど
ん

町
に
話
を
す

る
べ
き
だ
。

環
境
水
道
課
長

地
区
と
し

て
も
役
場
に

対
応
す
る
グ

ル
ー
プ
を

作
っ
て
お
ら

れ
、
区
長
も

そ
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
熱
心
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
。

山山
口口

私
共
、
経
済
建
設
常
任

委
員
会
は
、
他
県
の
火
葬
場

を
視
察
し
た
が
、
そ
の
町
も

大
変
む
ず
か
し
い
問
題
と
し

て
取
り
組
み
、
新
し
い
火
葬

場
が
建
設
さ
れ
て
い
た
。

色
々
な
条
件
の
中
で
の
対

応
を
ク
リ
ア
さ
れ
た
町
だ
っ

た
が
、
杉
谷
地
区
と
し
て
の

条
件
な
ど
は
あ
る
の
か
。

又
そ
の
よ
う
な
条
件
が
出

た
場
合
、
町
と
し
て
は
一
〇

〇
％
受
け
入
れ
る
気
は
あ
る

の
か
。

町
長

要
望
な
ど
も
出
て
い
な

い
が
、
そ
の
よ
う
な
条
件
が

出
た
場
合
、
そ
の
条
件
に

よ
っ
て
は
議
会
に
諮
っ
て
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

山山
口口

今
回
火
葬
場
は
十
九
年

度
よ
り
指
定
管
理
者
制
度
と

な
っ
た
が
、
例
え
ば
、
地
区

が
そ
の
役
目
を
果
し
、
い
く

ら
か
で
も
地
区
に
収
入
が
入

れ
ば
、
火
葬
場
が
あ
る
と
い

う
苦
し
い
立
場
も
う
す
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

そ
の
地
区
に
恩
恵
を
与
え
、

裕
福
を
も
た
ら
せ
る
よ
う
な

考
え
方
は
な
い
の
か
。

町
長

そ
れ
も
一
つ
の
方
法
だ

と
思
う
。

杉
谷
地
区
か
ら
の
要
望
等

が
あ
れ
ば
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

般
問

一
質

町
営
火
葬
場
の
移
転
問
題
は山

口

光
章

議
員

町営火葬場
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答
▼
国
、
県
と
相
談
し
な
が
ら
推
進
を
図
る
。

木木
下下

ガ
ザ
ミ
蓄
養
試
験
を
問

う
。

町
長

平
成
十
九
年
度
か
ら
二

十
一
年
度
ま
で
三
ヶ
年
試
験

を
計
画
、
二
十
年
度
以
降
は

給
餌
、
残
餌
、
労
務
費
に
即

し
た
試
験
を
行
う
計
画
で
あ

る
。

木木
下下

餌
料
培
養
礁
設
置
は
。

町
長

餌
料
培
養
礁
全
体
で
約

九
十
基
一
億
四
千
万
円
で
計

画
、
平
成
十
八
年
三
十
六
基

十
九
年
二
十
四
基
、
二
十
年

十
二
基
、
二
十
一
年
十
八
基

と
な
っ
て
い
る
。

木木
下下

道
越
漁
港
越
波
対
策
は
。

町
長

台
風
で
二
回
竹
崎
漁
集

排
水
処
理
場
等
が
被
害
を
受

け
護
岸
保
護
の
越
波
対
策
に

つ
い
て
、
県
と
協
議
し
て
お

り
県
も
再
三
、
水
産
庁
と
協

議
し
国
の
補
助
が
な
い
場
合

は
、
県
で
対
応
出
来
な
い
か

相
談
し
て
い
る
。

木木
下下

県
道
竹
崎
上
田
古
里
線

の
改
良
は
。

町
長

平
成
十
八
年
度
か
ら
二

十
二
年
度
延
長
八
百
メ
ー
ト

ル
、
十
八
年
度
百
八
十
メ
ー

ト
ル
、
十
九
年
度
は
予
定
と

し
て
改
良
工
事
二
百
六
十

メ
ー
ト
ル
実
施
、
そ
の
内
百

六
十
メ
ー
ト
ル
を
舗
装
の
計

画
で
あ
る
。

木木
下下

二
十
年
度
の
事
業
に
つ

い
て
地
権
者
と
の
交
渉
は
。

建
設
課
長

数
名
の
方
と
ま
だ

交
渉
が
完
了
し
て
い
な
い
、

県
と
地
元
と
、
我
々
も
一
緒

に
な
っ
て
用
地
の
提
供
、
道

路
に
対
す
る
理
解
を
得
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

木木
下下

県
道
多
良
岳
公
園
線
整

備
の
進
捗
は
。

町
長

平
成
十
八
年
度
か
ら
二

十
五
年
度
ま
で
延
長
六
百

メ
ー
ト
ル
、
十
八
年
度
は
測

量
設
計
、
用
地
測
量
が
実
施
、

十
九
年
度
は
予
想
以
上
に
測

量
等
に
時
間
が
か
か
り
、
家

屋
調
査
用
地
補
償
が
実
施
出

来
な
く
測
量
の
み
を
行
い
二

十
年
度
は
、
家
屋
調
査
用
地

補
償
等
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

木木
下下

広
域
農
道
と
国
道
二
〇

七
号
と
の
連
絡
道
は
。

町
長

平
成
二
十
年
度
か
ら
、

二
十
一
年
度
二
ヶ
年
で
延
長

千
八
百
メ
ー
ト
ル
、
十
九
年

度
に
大
浦
地
区
の
区
長
、
生

産
組
合
長
、
関
係
者
に
計
画

路
線
等
の
説
明
会
を
実
施
し

用
地
測
量
、
用
地
買
収
費
、

補
償
費
等
の
予
算
計
上
を
し

て
い
る
。

木木
下下

企
業
誘
致
の
基
本
構
想

計
画
は
。

町
長

第
三
次
太
良
町
総
合
計

画
に
企
業
事
業
所
等
の
誘
致

を
主
要
施
策
に
掲
げ
て
い
る

が
、
企
業
誘
致
に
は
、
地
理

的
問
題
、
高
速
道
路
と
の
距

離
、
工
場
適
地
の
確
保
が
非

常
に
困
難
で
環
境
は
厳
し
い

状
況
に
あ
る
が
平
成
二
十
二

年
度
に
は
、
広
域
農
道
が
完

成
し
諫
早
、
鹿
島
市
と
結
ぶ

全
線
開
通
と
な
り
事
業
所
等

の
誘
致
を
推
進
す
る
。

木木
下下

環
境
衛
生
事
業
の
推
進

と
し
て
火
葬
場
の
整
備
は
。

例
え
ば
、
玄
海
の
原
発
問

題
で
も
や
は
り
地
元
に
迷
惑

を
か
け
れ
ば
そ
れ
な
り
の
メ

リ
ッ
ト
、
恩
典
も
必
要
で
あ

る
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
先

ず
前
題
と
し
て
話
し
合
い
を

進
め
る
こ
と
が
非
常
に
重
要

と
思
う
、
現
状
の
ま
ま
で
時

間
だ
け
過
ご
せ
ば
整
備
は
望

め
ず
、
太
良
町
の
火
葬
場
の

よ
う
な
も
の
は
他
に
は
な
い

と
思
う
、
地
元
の
期
待
に
沿

う
考
え
で
無
臭
無
煙
で
公
園

化
し
た
立
派
な
施
設
に
出
来

な
い
か
。

町
長

今
後
の
方
針
等
に
つ
い

て
は
区
民
の
同
意
を
得
る
こ

と
が
第
一
条
件
で
、
同
意
を

得
れ
ば
計
画
等
に
つ
い
て
協

議
を
し
た
い
。

当
然
要
望
が
出
れ
ば
、
前

向
き
に
一
〇
〇
％
と
は
い
か

な
く
と
も
議
会
と
も
協
議
し
、

要
望
に
こ
た
え
た
い
。

地域振興策特別支援事業の進捗状況は

木下 繁義 議員

ガザミ蓄養試験場
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答
▼
民
間
等
に
再
度
調
査
委
託
等
を
し
た
い

と
思
う
。

牟牟
田田

四
百
八
十
三
万
円
投
じ

て
行
っ
た
調
査
の
方
法
と
そ

の
結
果
に
つ
い
て
。

町
長

調
査
は
株
式
会
社
ダ
イ

ヤ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託

し
、
二
十
二
地
点
で
の
電
磁

波
調
査
と
四
十
地
点
で
の
、

ガ
ン
マ
線
や
ス
ペ
ク
ト
ル
探

査
を
行
っ
た
結
果
、
健
康
広

場
周
辺
に
集
中
し
て
地
下
水

が
貯
留
性
に
富
み
可
能
性
が

高
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い

る
。

牟牟
田田

本
堀
に
至
る
経
緯
に
つ

い
て
は
、
普
通
、
温
泉
を
掘

る
時
は
確
実
な
調
査
の
結
果

が
得
ら
れ
な
い
と
試
験
掘
り

を
や
っ
て
、
出
る
と
い
う
こ

と
を
確
認
し
た
上
で
本
掘
り

を
す
る
の
が
温
泉
掘
削
の
手

順
だ
と
思
う
が
試
験
掘
り
の

資
料
が
な
い
よ
う
だ
が
、
ど

う
し
て
か
。

町
民
福
祉
課
長

当
時
の
資
料

等
を
調
べ
て
み
た
が
、
本
掘

削
に
入
っ
た
経
緯
と
い
う
の

が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
わ
か

ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

牟牟
田田

費
用
の
分
担
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
工
事
費

の
全
額
を
支
払
わ
れ
て
い
る

の
か
。

町
民
福
祉
課
長

千
五
百
メ
ー

ト
ル
掘
削
を
し
て
い
る
が
、

全
額
支
払
っ
て
い
る
。

牟牟
田田

温
泉
掘
削
工
事
で
は
水

又
は
湯
が
出
な
か
っ
た
場
合

は
費
用
は
半
分
と
か
全
く
払

わ
な
い
契
約
が
一
般
的
だ
が
、

全
額
払
っ
た
の
は
町
が
希
望

す
る
水
量
が
出
た
結
果
な
の

か
。

町
民
福
祉
課
長

平
成
十
一
年

九
月
議
会
で
の
答
弁
で
、
あ

く
ま
で
自
噴
と
い
う
形
で
毎

分
九
十
リ
ッ
ト
ル
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。

牟牟
田田

平
成
十
一
年
八
月
十
一

日
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

泉
温
は
三
十
三
・
九
度
、
湧

出
量
が
毎
分
九
十
一
リ
ッ
ト

ル
、
泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
鉄
、

炭
酸
ガ
ス
等
温
泉
法
で
定
め

ら
れ
た
成
分
が
入
っ
て
お
り
、

県
が
分
析
し
た
結
果
も
炭
酸

水
素
塩
泉
で
温
泉
と
し
て
使

え
る
と
い
う
調
査
結
果
も
出

て
い
て
な
ぜ
町
と
し
て
積
極

的
に
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
の

か
。

町
長

温
泉
の
成
分
調
査
も
、

そ
の
水
中
ポ
ン
プ
を
入
れ
て

も
ま
た
吹
き
上
が
っ
て
、
あ

る
程
度
自
噴
が
お
さ
ま
る
ま

で
様
子
を
見
る
経
過
と
思
う
。

牟牟
田田

こ
の
井
戸
は
有
毒
ガ
ス

や
鉄
分
が
異
状
に
多
い
と
説

明
さ
れ
て
来
た
が
調
査
資
料

ど
お
り
な
ら
有
効
活
用
す
べ

き
と
思
う
が
。

町
長

皆
さ
ん
に
諮
り
了
解
を

得
ら
れ
れ
ば
、
民
間
等
に
再

度
調
査
委
託
等
を
し
た
い
と

思
う
。

温 泉 分 析 書 別 表

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
横
の
泉
源
掘
削

工
事
に
つ
い
て

牟
田

則
雄

議
員

太良町総合福祉保健センター温泉井

佐賀県 藤津郡太良町 大字岩�１番地１８

太良町長 百武 豊

ナトリウム・鉄（�）－炭酸水素塩泉 （高張性・中性・低温泉）

� 浴用上の一般的注意事項
ア 温泉療養をはじめる場合は、最初の数日の入浴回数を１日当たり１回
程度とすること。その後は１日当たり２回ないし３回までとする。

イ 温泉療養のための必要期間は、おおむね２ないし３週間を適当とする
こと。

ウ 以上のほか、入浴には次の諸点について注意すること。
（ア） 入浴時間は、入浴温度により異なるが、初めは３分ないし１０分程

度とし、慣れるにしたがって延長してもよい。
（イ） 入浴中は、運動浴の場合は別として一般には安静を守る。
（ウ） 入浴後は、身体に付着した温泉の成分を水で洗い流さない。（湯

ただれを起こしやすい人は逆に浴後真水で洗うか、温泉成分を拭き
取るのがよい。）

（エ） 入浴後は、湯冷めに注意して一定時間の安静を守る。
（オ） 次の疾患については、原則として高温浴（４２�以上）を禁忌とす

る。
� 高度の動脈硬化症 � 高血圧症 � 心臓病

（カ） 熱い温泉に急に入るとめまい等を起こすことがあるので十分注意
する。

（キ） 食事の直前・直後の入浴は避けることが望ましい。
（ク） 飲酒しての入浴は特に注意する。

� 療養泉の一般的適応症（浴用）
神経痛、筋肉痛、関節痛、五十肩、運動麻痺、関節のこわばり、うち
み、くじき、慢性消化器病、痔疾、冷え性、病後回復期、疲労回復、
健康増進

� 泉質別適応症（浴用）
きりきず、やけど、慢性皮膚病、月経障害

１源 泉 名

２源 泉 所 在 地

３源泉分析申請者

４泉 質

５

禁
忌
症
・
適
症
等

（平成１１年８月資料）
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答
▼
ひ
き
続
き
実
施
し
て
行
く
。

見見
陣陣

生
涯
学
習
、
ひ
よ
こ
ク

ラ
ブ
の
交
流
事
業
に
つ
い
て
、

参
加
者
の
状
況
は
、
何
組
ぐ

ら
い
か
。

健
康
増
進
課
長

ひ
よ
こ
ク
ラ

ブ
は
、
育
児
に
悩
む
母
親
の

ス
ト
レ
ス
解
消
、
相
談
事
業

と
い
う
形
で
実
施
し
て
お
り
、

十
八
年
度
に
つ
い
て
は
月
一

回
の
年
十
二
回
、
母
親
等
に

つ
い
て
は
月
十
五
名
、
延
べ

百
八
十
名
、
乳
幼
児
は
、
月

十
八
・
五
名
、
延
べ
二
百
二

十
二
名
、
事
業
費
が
約
三
十

万
円
、
十
九
年
度
は
事
業
自

体
実
施
し
て
い
な
い
。

見見
陣陣

ス
ク
ー
ル
教
室
相
談
員

や
ス
ク
ー
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
今

一
番
多
い
悩
み
や
相
談
は
ど

う
い
う
も
の
が
あ
る
か
。

教
育
次
長

多
い
項
目
は
、
家

庭
、
家
族
、
友
人
関
係
が
主

で
あ
る
。

見見
陣陣

家
庭
、
友
人
関
係
と

言
っ
た
ら
、
い
じ
め
の
問
題

は
な
い
か
。

教
育
次
長

今
の
と
こ
ろ
い
じ

め
に
つ
い
て
の
連
絡
は
な
い
。

見見
陣陣

国
際
社
会
の
中
で
、
英

語
教
育
も
大
事
だ
が
、
日
本

語
の
教
育
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

教
育
長

国
語
力
の
強
化
と
い

う
の
は
最
重
要
課
題
で
あ
り
、

新
学
習
指
導
要
領
、
言
語
活

動
の
充
実
を
真
っ
先
に
掲
げ

て
お
り
、
基
礎
基
本
の
習
得

を
図
る
た
め
、
読
書
音
読
の

奨
励
を
し
た
り
、
国
語
力
の

強
化
に
一
層
重
点
を
置
い
て

指
導
を
し
て
い
る
。

見見
陣陣

ス
ク
ー
ル
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
な
ど
に
よ
り
、
生
徒
や

父
親
の
相
談
、
指
導
に
努
め

る
と
あ
る
が
、
成
果
は
あ
っ

た
か
。

教
育
長

若
い
保
護
者
、
あ
る

い
は
母
子
家
庭
の
保
護
者
等

の
話
を
よ
く
聞
い
て
も
ら
い
、

子
育
て
支
援
と
い
う
観
点
で

非
常
に
応
援
に
な
っ
て
い
る

と
思
う
。

中
学
校
に
は
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
小

学
に
は
ス
ク
ー
ル
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、
中
学
校
に
は
、
な
お

心
の
相
談
員
を
配
置
し
て
い

る
。

見見
陣陣

学
校
給
食
は
、
地
産
地

消
を
利
用
し
て
と
あ
る
が
、

購
入
方
法
は
。

教
育
次
長

町
内
の
学
校
給
食

材
料
納
入
組
合
か
ら
二
週
間

に
一
回
の
見
積
り
で
契
約
を

し
て
い
る
。

見見
陣陣

平
成
十
四
年
度
出
生
数

八
十
六
人
で
、
二
十
一
年
度

入
学
と
思
う
が
、
こ
の
数
字

を
見
て
ど
う
思
う
か
。

教
育
長

平
成
二
十
一
年
度
か

ら
、
大
浦
小
の
新
一
年
生
三

十
五
人
一
ク
ラ
ス
と
な
り
、

今
の
状
況
で
は
一
ク
ラ
ス
が

続
く
見
込
み
で
あ
る
。

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

は
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
い

き
、
町
内
の
情
報
収
集
を
し

な
が
ら
研
究
を
し
て
い
き
た

い
。

見見
陣陣

学
校
の
空
き
教
室
の
活

用
方
法
を
知
り
た
い
。

公
民
館
長

学
校
の
空
き
教
室

に
つ
い
て
は
文
科
省
の
補
助

事
業
で
あ
る
放
課
後
子
供
教

室
を
今
年
度
で
三
年
間
実
施

し
て
お
り
、
多
良
小
学
校
は

わ
ん
ぱ
く
ル
ー
ム
、
大
浦
小

学
校
は
大
浦
公
民
館
を
借
り

て
実
施
し
て
い
る
。

見見
陣陣

放
課
後
子
供
教
室
の
利

用
者
数
は
何
名
位
な
の
か
。

公
民
館
長

多
良
小
が
三
十
名

前
後
、
大
浦
小
が
二
十
名
前

後
で
あ
り
主
に
低
学
年
が
多

い
。

見見
陣陣

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
に
つ

い
て
、
現
在
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
は
何
種
類
位
あ
る
か
。

公
民
館
長

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
十
種

類
位
。

見見
陣陣

町
民
参
画
に
つ
い
て
太

良
町
で
は
国
際
交
流
等
独
自

に
外
国
と
の
交
流
は
あ
る
か
。

企
画
商
工
課
長

国
際
的
な
交

流
は
現
在
行
っ
て
い
な
い
が
、

外
国
青
年
招
致
事
業
と
し
て

外
国
語
指
導
助
手
の
活
用
等

は
し
て
い
る
。

見見
陣陣

地
域
間
交
流
で
、
交
流

を
進
め
て
い
る
特
定
の
市
町

村
は
あ
る
か
。

企
画
商
工
課
長

以
前
は
小
長

井
町
と
交
流
は
あ
っ
た
が
、

合
併
に
よ
っ
て
市
町
村
の
枠

組
み
が
違
っ
て
来
て
、
現
在

は
や
っ
て
い
な
い
。

年度別出生者数調書 （年度末集計）

第三次総合計画を問う

見陣 泰幸 議員

計

１０５

１１１

９１

１１０

７９

８０

９２

６７

８８

６３

女

５８

５２

４３

５６

３５

３６

５９

３５

３７

３４

男

４７

５９

４８

５４

４４

４４

３３

３２

５１

２９

Ｈ１０

Ｈ１１

Ｈ１２

Ｈ１３

Ｈ１４

Ｈ１５

Ｈ１６

Ｈ１７

Ｈ１８

Ｈ１９
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答
▼
水
産
業
の
振
興
に
取
り
組
む
。

川川
下下

漁
船
漁
業
を
営
む
人
た

ち
は
、
瀬
戸
内
方
面
へ
出
稼

ぎ
に
出
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

カ
キ
や
冬
ダ
コ
も
漁
獲
が

見
込
め
て
お
ら
ず
生
活
に
貧

窮
さ
れ
て
い
る
、
町
に
お
い

て
は
、
国
・
県
に
対
し
有
明

海
再
生
を
強
く
働
き
か
け
る

考
え
は
な
い
か
。

町
長

六
十
名
程
度
の
方
が
瀬

戸
内
方
面
へ
仕
事
を
求
め
ら

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

町
と
し
て
も
、
水
産
振
興

策
と
し
て
カ
キ
養
殖
の
振
興
、

ガ
ザ
ミ
畜
養
に
関
す
る
取
り

組
み
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

有
明
海
再
生
の
町
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
佐
賀
県
有

明
海
沿
岸
市
町
水
産
協
議
会

で
の
国
・
県
へ
の
要
望
活
動

及
び
国
会
議
員
へ
の
早
期
の

有
明
海
再
生
を
要
請
し
て
い

る
。

川川
下下

今
年
高
校
を
卒
業
し
た

漁
民
の
方
の
後
継
者
が
一
人

も
い
な
い
、
有
明
海
で
は
生

活
が
で
き
な
い
こ
の
状
況
を
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

て
い
る
の
か
。

ま
た
、
佐
賀
県
選
出
の
国

会
議
員
が
副
大
臣
に
な
っ
て

い
る
が
ど
う
し
て
何
も
答
え

が
出
せ
な
い
の
か
。

町
長
が
副
大
臣
に
頼
ん
で

い
る
こ
と
、
陳
情
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
問
う
。

町
長

有
明
海
再
生
の
た
め
、

漁
業
者
の
意
向
を
踏
ま
え
有

明
海
環
境
変
化
の
原
因
究
明

の
た
め
に
中
・
長
期
開
門
調

査
等
徹
底
し
た
調
査
の
実
施

や
海
域
環
境
改
善
へ
水
資
源

の
回
復
に
資
す
る
各
種
事
業

の
推
進
を
お
願
い
し
て
い
る
。

今
後
も
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
県
、
国
の
動
向
を
み
な
が

ら
上
京
し
た
折
に
は
、
極
力

両
副
大
臣
へ
陳
情
活
動
を
続

け
て
い
く
。

川川
下下

貧
酸
素
対
策
や
海
底
耕

う
ん
等
い
ろ
ん
な
対
策
が
さ

れ
て
い
る
が
、
効
果
が
あ
ら

わ
れ
な
い
、
調
査
は
大
事
だ

が
結
果
を
求
め
て
い
る
漁
民

の
声
を
町
長
に
聞
い
て
も
ら

い
た
い
。

町
長

潮
流
調
査
、
海
域
調
査

を
行
っ
て
い
る
が
、
は
っ
き

り
し
た
結
果
は
出
て
い
な
い
。

今
後
も
漁
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
要
望
し
て
い
く
。

町
立
病
院
の
健
全
化
に
つ

い
て
。

川川
下下

現
在
太
良
病
院
は
赤
字

経
営
で
あ
る
。

太
良
病
院
の
経
営
を
健
全

化
さ
せ
る
た
め
に
、
今
後
ど

う
さ
れ
る
の
か
。

院
長

平
成
二
十
年
度
に
公
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

そ
れ
に
従
っ
て
健
全
化
を
目

指
し
て
い
く
。

ま
た
総
務
省
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
事
業
を
申
請
し
、
指
摘

内
容
も
改
革
プ
ラ
ン
に
盛
り

込
み
た
い
。

川川
下下

今
年
度
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
が
始
ま
る
が
、
非
常

に
わ
か
り
に
く
い
、
太
良
病

院
で
制
度
の
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
か
。

院
長

医
療
と
か
介
護
、
あ
る

い
は
保
健
、
福
祉
が
一
体
化

し
個
人
な
り
地
域
を
総
合
的

に
診
る
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に

な
っ
て
い
る
、
そ
れ
に
対
応

す
る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
り

対
応
し
て
い
く
、
介
護
支
援

事
業
も
始
め
て
い
る
し
、
医

療
だ
け
で
な
く
予
防
的
な
意

味
で
の
保
健
事
業
も
や
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
、
太
良
病

院
に
相
談
を
し
て
も
ら
い
た

い
。

町
営
住
宅
の
増
設
は
。

川川
下下

現
在
、
町
営
住
宅
が
不

足
し
て
い
る
状
況
で
、
今
後

町
営
住
宅
を
増
設
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
で
、
一
棟（
十
二
戸
規
模
）

建
設
に
二
億
円
ぐ
ら
い
が
見

込
ま
れ
る
、
維
持
管
理
費
も

発
生
す
る
た
め
、
現
在
の
町

の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
増

設
は
考
え
て
い
な
い
が
定
住

対
策
と
し
て
定
住
促
進
条
例

を
制
定
し
太
良
町
へ
の
定
住

を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

川川
下下

若
者
か
ら
「
補
助
金
は

出
て
も
家
を
建
て
る
よ
う
な

収
入
が
な
い
」
と
の
言
葉
が

返
っ
て
き
た
、
町
長
の
今
後

の
考
え
は
。

町
長

漁
業
に
限
ら
ず
農
業
も

大
変
厳
し
い
状
況
は
自
覚
し

て
い
る
が
、
対
策
に
つ
い
て

は
再
度
検
討
す
る
。

有
明
海
の
今
後
は

川
下

武
則

議
員

カキ養殖イカダ
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去
る
一
月
二
十
二

日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
経
済
建
設
常
任
委

員
会
は
岡
山
県
矢
掛

町
、
大
阪
府
岬
町
二

カ
所
を
視
察
し
た
。

矢
掛
町
育
成
牧
場

百
二
十
�
牧
草
地
等

最
高
の
条
件
に
恵
ま

れ
、
酪
農
大
学
出
身

が
常
駐
し
、
経
営
は

十
八
年
度
五
百
六
十

万
円
の
利
益
が
出
た

が
、
原
油
、
飼
料
、

牛
乳
の
消
費
低
迷
等

を
考
え
れ
ば
適
切
な

運
営
と
感
じ
た
。

事
業
の
収
益
は
県
補
助
金
畜

産
協
会
、
酪
農
組
合
補
助
金
収

入
で
一
千
四
百
万
円
で
委
託
し

て
い
る
牛
は
町
外
百
九
十
九
頭
、

買
収
牛
百
五
頭
計
三
百
四
頭
で
、

今
後
健
全
経
営
に
は
頭
数
確
保

が
必
要
。

二
日
目
大
阪
府
岬
町
企
業
誘

致
対
策
、
火
葬
場
を
視
察
研
修

し
た
。

企
業
誘
致
施
策
は
条
例
を
制

定
、
町
単
の
助
成
、
国
、
府
の

補
助
、
報
奨
制
度
創
設
。

企
業
に
町
の
施
設
助
成
金
固

定
資
産
税
１
／
２
を
五
年
間
助

成
雇
用
促
進
助
成
、
雇
用
一
人

当
り
十
万
円
、
三
年
間
限
度
額

二
百
万
円
、
水
道
料
助
成
金
一

年
限
度
額
百
万
円
を
三
年
間
、

用
地
取
得
助
成
金
最
大
四
〇
％

限
度
三
億
円
、
誘
致
が
成
功
の

場
合
最
大
で
五
百
万
円
上
限
と

し
て
報
奨
金
を
支
払
う
制
度
と

な
っ
て
い
た
。

岬
町
火
葬
場
は
総
事
業
費
五

億
八
千
万
円
公
害
問
題
、
悪
臭

や
黒
煙
排
出
に
よ
る
苦
情
が
出

て
議
会
、
区
長
会
、
大
阪
府
と

協
議
を
進
め
現
地
敷
地
内
で
更

新
の
方
針
決
定
。

国
道
か
ら
五
十
メ
ー
ト
ル
と

近
い
場
所
に
あ
り
最
適
で
あ
り

押
し
切
っ
て
決
め
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
老
朽
化
を
前
面
に

出
し
、
駐
車
場
を
拡
幅
、
待
合

室
（
地
区
住
民
も
多
目
的
に
使

用
可
）
を
設
置
す
る
な
ど
し
て

立
派
な
施
設
が
完
備
し
て
い
た
。

去
る
二
月
五
・

六
・
七
日
の
三
日
間
、

今
、
国
が
進
め
て
い

る
公
立
病
院
改
革
の

必
要
性
、
改
革
プ
ラ

ン
の
策
定
、
実
施
、

経
営
形
態
の
見
直
し

等
々
、
公
立
病
院
の

健
全
経
営
の
方
策
を

研
修
目
的
と
し
て
、

京
都
府
精
華
町
病
院

と
大
江
町
病
院
に
つ

い
て
視
察
し
た
。

精
華
町
病
院
は
五

十
年
余
り
に
渡
っ
て
、

地
域
医
療
の
中
核
と
し
て
地
域

に
貢
献
し
て
き
た
病
院
で
あ
っ

た
が
、
度
重
な
る
医
療
制
度
改

革
と
減
少
す
る
患
者
に
よ
る
医

業
収
入
の
減
少
は
、
存
亡
の
危

機
に
直
面
し
、
平
成
十
七
年
六

月
、
指
定
管
理
者
制
度
（
公
設

民
営
）
導
入
を
検
討
。

同
年
十
二
月
指
定
管
理
者
を

武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
「
医
療
法

人
医
仁
会
」
に
指
定
。
平
成
十

八
年
四
月
、
短
期
間
の
改
革
で
、

管
理
運
営
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

常
に
、
よ
り
安
全
で
質
の
高

い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
追
及
し
続

け
、
住
民
や
患
者
の
目
線
で
命

と
健
康
を
守
る
に
ふ
さ
わ
し
い

医
療
機
関
と
し
て
、
こ
の
地
域

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
病
院
に

な
る
様
努
力
し
、
職
員
全
員
が

気
分
を
一
新
し
て
頑
張
り
続
け

る
病
院
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
。大

江
町
病
院
は
、
町
の
拠
点

病
院
と
し
て
、
住
民
の
期
待
に

応
え
な
が
ら
開
設
当
初
か
ら
平

成
の
初
め
頃
ま
で
は
経
営
状
況

は
極
め
て
順
調
で
、
安
定
し
た

運
営
が
図
ら
れ
て
い
た
が
、
患

者
の
流
出
と
町
の
人
口
減
少
に

よ
っ
て
経
営
環
境
が
著
し
く
悪

化
、
平
成
十
四
年
経
営
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
受
入
れ
を
決
め
平
成

十
七
年
公
設
民
営
の
新
大
江
病

院
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。

以
降
予
想
を
上
回
る
利
益
が

上
が
り
、
職
員
へ
の
特
別
配
当

も
行
わ
れ
、
職
員
の
寄
稿
に

「
私
達
は
変
わ
り
ま
す
。
病
院

を
変
え
て
見
せ
ま
す
。
そ
れ
が

職
員
一
同
の
モ
ッ
ト
ー
で

す
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。

健
全
な
太
良
病
院
経
営
を
目

指
し
て
改
革
待
っ
た
な
し
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
研
修
で
あ
っ

た
。

会会員員委委任任常常設設建建済済経経

会会員員委委任任常常務務総総

新大江病院での研修

岬町での研修
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皆さんの声を！皆さんの声を！

編
集
室
よ
り

編
集
委
員
会
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委
員
長

木
下

繁
義

副
委
員
長

見
陣

泰
幸

委

員

牟
田

則
雄

山
口

嚴

所
賀

廣

平
古
場
公
子

１
月
〜
３
月

１
・
４

成
人
式

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

１
・
６

消
防
出
初
式

１
・
９

民
生
委
員
推
薦
会

１
・
１１

政
経
セ
ミ
ナ
ー

１
・
１６

議
会
便
り
編
集
委
員

会

１
・
１７

佐
賀
県
町
村
議
会
議

長
会

経
済
建
設
常
任
委
員

会鹿
島
市
青
年
会
議
所

新
年
会

１
・
１８

新
春
経
済
講
演
会

同
和
問
題
地
区
別
講

座青
少
年
育
成
町
民
大

会

１
・
２１

議
会
便
り
編
集
委
員

会

１
・
２２
〜
２４

経
済
建
設
常
任

委
員
会
行
政
視
察

１
・
２５

議
会
便
り
編
集
委
員

会

１
・
２６

多
良
中
「
体
育
優
良

校
」
受
賞
祝
賀
会

１
・
２７

町
内
駅
伝
大
会

１
・
２９

簡
易
水
道
運
営
委
員

会

１
・
３０

広
域
圏
組
合
議
会

１
・
３１

議
員
全
員
協
議
会

２
・
５
〜
７

総
務
常
任
委
員

会
行
政
視
察

２
・
８

西
部
広
域
環
境
組
合

議
会

２
・
１３

経
済
建
設
常
任
委
員

会

２
・
１４

総
務
常
任
委
員
会

２
・
１８

後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
勉
強
会

２
・
２０
〜
２１

町
村
議
会
広
報

研
修
会

２
・
２２

町
村
議
会
議
長
会
定

期
総
会

２
・
２５

鹿
島
藤
津
地
区
衛
生

施
設
組
合
定
例
会

後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
定
例
会

２
・
２７

み
か
ん
生
産
者
大
会

２
・
２８

山
林
運
営
委
員
会

３
・
３

太
良
高
校
卒
業
式

３
・
４

佐
賀
県
町
村
議
会
議

長
会

３
・
６

３
月
定
例
議
会
招
集

議
員
全
員
協
議
会

国
保
運
営
協
議
会

３
・
１０

議
会
一
般
質
問

３
・
１３

議
案
審
議

３
・
１４

中
学
校
卒
業
式

議
案
審
議

３
・
１７

議
案
審
議

３
・
１８

議
案
審
議

３
・
１９

小
学
校
卒
業
式

３
・
２１

北
多
良
土
地
改
良
区

通
常
総
会

３
・
２２

大
浦
地
域
婦
人
会
総

会

３
・
２６

大
浦
土
地
改
良
区
通

常
総
代
会

３
・
２７

広
域
圏
組
合
議
会

３
・
２８

社
会
福
祉
協
議
会
理

事
会

平成１９年１０月～平成２０年３月分議長交
際費の支出状況を公表します。

平
成
二
十
年
三
月
議
会
で
山

林
購
入
、
定
住
促
進
条
例
の
一

部
改
定
も
可
決
、
大
浦
中
体
育

館
も
完
成
し
た
。

町
民
の
声
と
し
て
町
営
火
葬

場
の
整
備
を
強
く
求
め
ら
れ
、

地
元
と
の
協
議
を
密
に
し
、
早

急
な
善
後
策
が
期
待
さ
れ
る
。

平
成
十
九
年
度
最
後
の
行
事

と
し
て
、
太
良
高
校
、
各
中
学

校
、
小
学
校
、
幼
稚
園
の
卒
業

式
に
議
員
も
出
席
を
し
ま
し
た
。

中
で
も
中
学
校
の
卒
業
式
で

は
礼
儀
正
し
さ
、
返
事
の
良
さ

に
目
を
み
は
る
様
な
光
景
に
感

動
し
ま
し
た
。

こ
の
精
神
を
高
校
生
活
で
も

持
続
し
て
も
ら
え
る
事
を
期
待

し
ま
す
。

議
会
の
あ
ゆ
み

支出の相手方、行事名

国会議員との懇談会

今村雅弘・岩長浩美農林
水産副大臣就任祝賀会
鹿島青年会議所新年
会
多良中学校「体育優良
校」受賞記念祝賀会
上峰町議会議長お見
舞い
元議員山口初男氏香
典
肥前寒蘭太良愛好会
展示会議長賞

支出金額（円）

４，０００

１０，０００

５，０００

５，０００

３，０００

１０，０００

５，０００

４２，０００

支出日

１１月２９日

１２月２日

１月７日

１月２５日

３月４日

３月５日

１０月１９日

区 分

会 費

慶弔費

贈呈品

合 計

すばらしい大浦中学校の生徒達
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